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も出ましたが、とにかく承認してもらいました。だけど動かない。要するに PDCA、Plan − Do
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うことを問うたのです。
それからもう一つは、気概というものです。私自身は取り敢えず、一つの大学で定年までいき
ました。ある意味では逃げ切りました。けれども、ここにいるほとんどの方は逃げ切れないと思
います。関西学院がそんなに簡単につぶれるような事態になるとは思いませんが、先のことはわ
かりません。冒頭に申し上げたように、18歳人口はどんどん減っていきますから、どうなるかわ
かりません。
それから、私が付け加えたものですが、Noblesse Oblige、直訳すれば、それなりの立場にあ
る人には大きな責任が伴うということです。私は、学会の会長までやらせていただいて、大学で
理事や監事を務めておりますから、私も逃げ切ることはできません。最後まで、退場しろと言わ
れるまで、必死になって頑張ろうと思っています。
それから、ミドルの役割、一点突破というふうに申しています。全体を変えるということは非常
に難しいことですが、いま自分がやっているところで変える、そこで突破してゆく、ということ
が大事である、ということです。
次も私が申し上げていることですが、担当者の役割です。生の実態と事実を把握するというこ
とです。愛知東邦大学の学生の実態をお話させていただきましたが、数字で見ているだけでは分
からないことがたくさんあります。もちろん数字も大事ですが、生の実態をきちんと把握するこ
とが必要です。必ず数字の背景があるわけですから、事実を把握して、どうするのか、というよ
うに食い下がって考えていただきたいと思います。
最後に、改革の鉄則ですが、組織の力がある時でなければ改革はできませんし、もうだめだと
いうところでは改革はできません。だめそうなところだったら何とかなります。「事務」職員か
ら「大学」職員に脱皮してこれからの大学の経営・教学に責任を果たせるようにしたいものです。
どうもご清聴ありがとうございました。
「事務」職員から「大学」職員へ
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